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眠症診療セミナーin 宮崎県, 宮崎市(WEB配信), 9 月 28 日(2022) 
21) 久保浩明: ひきこもり支援について考える―ライフステージに応じた支援の

あり方と課題―. 令和 4 年度宮崎県公認心理師・臨床心理士会福祉領域・学

校臨床領域合同研修会, 宮崎市, 9 月 10 日(2022) 
22) 石田康: 超高齢社会のメンタルヘルスを考える. 宮崎県薬物療法 WEB セミ
ナー～老年期うつの難しさ～, 宮崎市(WEB配信), 10 月 3 日(2022) 

23) 石田康: 自殺予防のために医療従事者ができること. 宮崎市郡医師会しのの

め医学会特別講演会, 宮崎市(WEB配信併用), 10 月 19 日(2022) 
24) 治田彩香: 精神疾患とかゆみ～基礎と臨床の橋渡しを目指して～. 第 2 回精

神科医療の未来を考える会, 宮崎市(WEB配信), 10 月 19 日(2022) 
25) 石田康: ドーパミン神経系への行動薬理学的アプローチ―パーキンソン病・

依存症・統合失調症の病態を探る―. 京都橘大学 2022 年度生命健康科学研究

センター講演会, 京都市, 10 月 22 日(2022) 
26) 石田康: せん妄のとらえ方と対応（パート 1）・トランスジェンダーと医療

（パート 2）．メディカルスタッフのための認知症勉強会, 古賀総合病院, 宮
崎市, 11 月 2 日(2022) 

27) 船橋英樹 : 統合失調症治療の潮流  ラツーダに期待されること . 
Antipsychotic New drug Seminar 2022, 宮崎市(WEB 配信), 11 月 14 日

(2022) 
28) 治田彩香: うつ病と双極性障害の理解と対応. 令和 4 年度精神障がい者家族

教室, 宮崎市, 11 月 16 日(2022) 
29) 石田康: 高齢者のうつと向き合う. 鹿児島メンタルヘルスセミナー, 鹿児島

市（Web配信）, 11 月 22 日(2022) 
30) 石田康: 認知症患者の安全管理～漢方薬の可能性～. 世田谷認知症ネットワ

ーク研究会 WEB講演会, 11 月 30 日(2022) 
31) 古郷央一郎: 救命センターに常駐する精神科医の仕事. 住友ファーマ株式会

社社内研修会, 宮崎市(オンライン研修), 12 月 6 日(2022) 
32) 石田康: 超高齢社会の不眠症治療～コロナ禍の自殺を考える～. 九州縦断不

眠症セミナーin 宮崎, 宮崎市(WEB配信), 12 月 12 日(2022) 
33) 石田康: ポリファーマシーの「傾向と対策」～向精神薬の適正使用を目指し

て～. Meiji Seikaファルマ Webカンファレンス, 宮崎市より配信, 12 月 14
日(2022) 

34) 石田康: 認知症患者の安全管理～漢方薬の可能性～. 第 541 回北九州精神科

集談会, 12 月 15 日(2022) 
 
 


